























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































book and one pen can change the world. Education is the only solution, 
education ﬁrst.」。まさにタリバンやイスラム武装勢力やそのような脅威
がある世界のなかで絶対に負けない。勉強して私たちは力をつける。そ
れによって世界を変えると言いました。ですから皆さんが山形から世界
を変える。今勉強していることが、人を殺さないで傷つけないで世界を
変えていく。そのような力になっていくと信じています。
【質疑応答】
〇トルストイ、ソーロー、キング牧師とガンディーの間にある関係性に
ついて。
【学生（１年）】重要なご講義をありがとうございました。先ほどの講演
の中で、トルストイとソーローが非暴力の種をまいたといいましたが、
そのあとキング牧師も非暴力に共鳴しました。このトルストイ、ソーロー、
ガンディー、キング牧師の間に何か関係性はありますか。
〇ガンディーがイギリスに目を向けていたことは変革期に生まれていた
ことと関係あるのか。また日本の若者の政治的無関心はどうすればい
いのか。
【学生（１年）】本日はお忙しいなか私たちのために重要な講義をしてい
ただいてありがとうございます。まず今回の講演のなかで、ガンディー
は、イギリスに目を向ける必要があったということでした。ムガル帝国
が衰退した後に、インドが変わる必要があるという変革期にガンディー
が生まれたことに関係していると思いました。今の日本は、憲法９条な
どの平和主義の関係で、国の変革の必要性を実感する機会がないと思っ
ています。このことは、日本の若者が政治に無関心になっていることと
関係していると思います。それで、自分も含めてですけれども、どうす
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れば今の日本の若者が政治に関心を持つことができるようになるとお考
えですか。今回の講演で気になりましたので質問させていただきました。
〇ガンディーの功績が当時各国に与えた影響とは。
【学生（４年）】本日は素晴らしい講演をありがとうございました。今は
ガンディーの非暴力や平和主義の運動や思想が国際的にも認められてい
て、評価されていると思いますが、当時のガンディーの運動は、他国に
どのような影響を与えていたり、どのような評価を受けたりしていたの
かを教えてください。
【竹中】ありがとうございます。手短にいきます。最初のご質問ですけ
れども、トルストイという人は、ロシアの変革を考えたときに、民衆を
主人公にして考えました。彼自身は、必ずしも政治家として政治運動を
していたわけではなくて、文学や評論家など様々な形で表現した人です。
そして、ソーローは、アメリカで、自然のなかでどのように市民社会を
動かしていくのかというなかで、非暴力的な市民非服従運動に従事した
人です。そのような19世紀から20世紀の始まりといいましょうか、産業
革命後で工業化が進み、様々な国家が強大な軍隊を持っていきました。
ところが、まだ政治的には民主的ではない、あるいは多くの場合に自由
権がないという社会のなかで、どのようにして普通の人びとが世の中を
変えていくことができるのかということをさまざまに発信した人でした。
しかし、そのようなアイデアをさまざまに発信して、さまざまな人たち
が勉強していても、必ずしもそれが現実になったわけではないのです。
今の世界において、多くの国は民主主義ですけれども、当時は、まだまっ
たく民主主義ではありませんでした。インドは植民地でした。けれども、
そのようなアイデアがさまざまに人々の中で共有するようになっていく
なかで、ガンディーの運動は、さきほど言いましたが、ガンディー自身
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が力のない民衆の運動を通じて、民主主義でも議会制でもない、要する
に民主主義ではないなかで、どのように力関係を逆転していくのか。そ
のときに、ガンディーは、広報と言いますか、メディアや運動を通じた
リンケージといったさまざまなものを通じて、インドを超えたヨーロッ
パやアメリカやアジアでといったさまざまなな場所へ、自分たちは今こ
のようなことをしているのだと知らせていくわけです。
　最後の方の質問に対する答えにもなりますけども、イギリス本国やア
メリカも含めてさまざまな国に、ガンディーが運動をしているとインパ
クトが伝わっていくことになります。それが、たとえば、南アフリカや
インド人の移民が多いフィジーなど、さまざまな場所で権利主張運動と
いいましょうか、非暴力的な権利を主張していくような市民の運動とし
てインパクトを持っていくことになります。そういったことが、かなり
後の時代になりますけれども、アメリカでの市民権運動において、黒人
といわれたアフリカ系アメリカ人を率いたキング牧師などが学んでいく
ということになります。キング牧師は、ガンディーを物凄く尊敬してい
たんですね。オバマ大統領は、キング牧師をとても尊敬していた。ガン
ディーのこともですけれども。1980年代、1990年代の世界的な民主化の
動きのなかで、東ヨーロッパや南アフリカにおいて、フィリピンのマル
コス独裁打倒といったときに、さまざまな場所で、民衆が運動していく
なかでガンディーがかなり多くプラカードに出てきました。南アフリカ
のアパルトヘイト撤廃運動の一人の精神的な支柱であったツツ大主教も
ガンディーをひきました。そういうこともありましたので、リンケージ
といいましょうか、結びつきをさまざまに展開してきたということです。
これが、最初の方と最後の方の質問に対する答えになります。
　２番目の方の質問にお答えしたいと思います。ガンディー自身は、さ
まざまなものからとても影響を受けながらさまざまな学びをしながら、
同時代のさまざまなものを吸収し、古いインドも吸収し、さまざまに学
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んでいきました。ガンディーは、そのようなごった混ぜみたいな人でし
た。そのようなフレキシビリティといいますか、柔軟性、そしてまた感
性がとても良いんですね。情報や刺激をキャッチする力がとてもある人
ですけれども、それをまた自分の中でさまざまこねて自分のアイデアに
まとめていく、あるいは人々に説得できるような政策にまとめていく、
そういう力があった人だと思います。そういう意味で、日本はどのよう
にしたらいいのかということですが、日本も動いていますし、世界もと
ても動いていると思います。皆さんも就活をどうしようと思うと思いま
すが、経済状況も世界と一緒に動いていますし、日本の企業だけではな
くさまざまなものが、世界のなかで動いています。皆さんが企業に就職
しても、日本だけで一生終わる人ばかりではないですね。中国に行った
り、インドネシアに行ったり、さまざまな所に住んだりするかもしれな
いし、行ったり来たり、結婚相手がネパールの人といったこともありま
す。だから、グローバル化のなかで、日本も動いている、みんなも動い
ている。勉強する内容も、みんなが聴く音楽も、好きな食べ物も、動い
ている。皆さんが着ているものは、メイド・イン・ジャパンのものはほ
とんどないと思います。メイド・イン・チャイナやメイド・イン・ベト
ナムといったものであるかと思います。だからガンディーは、着ている
ものは自分で作るっていっていたでしょう。インドでは自分で作らな
きゃと、でもそのようなことしていたら勉強できないでしょう。ユニク
ロも日本製はほとんどないです。
　だからそういうものも含めてみんなもグローバルの社会の一員なので、
その中で自分は今いる、そういう自分を考えながら、自分たちの国や、
自分たちの住んでいる山形や、自分たちの今いる大学とは何だろうとい
うところからつながっていくんです。だから一足飛びに、国が、世界が、
国連が、とそう簡単にはいかないと思います。山形をこうしようや、山
形の名産の米をどうやって自分たちで普及していこうかといったことが
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さまざまにあるのではないですか。逆に言うと、山形大学にいる留学生
の人の困っていることをどうやって解決してあげようかと一緒に考えて
いくと、先ほどもいいましたようにペルーの人とつながるかもしれない、
さまざまにありますよね。ですから、そういうことから始めていく。い
きなり憲法９条や日本政府ということにならないですよね。それから自
分が今食べているものや、友達や、先生や、ゼミや、さまざまなところ
で吸収しながら、世界とのつながりや日本全体とのつながりを考える。
今勉強している最中だから焦らないで、一緒においしいものを食べに行
くところから始めましょう。
〇自分とガンディーをリンクできなかった。不安をどうしたらよいか。
【学生（１年）】お話をありがとうございました。私自身も日々、世界を
どうやったら平和にしていけるのかということを考えていますけれども、
自分が傷つくのはとても怖いことではないですか。もしくは人を傷つけ
るのも嫌だし、自分も傷つくのが嫌という中で、目の前で武器を持って
いる人がいたら、自分の身を守らなくてはならなかったり、壁を作って
自分の身を守らなくてはいけなかったりとなると思います。今日、ガン
ディーから学ぶということでしたが、ガンディーはすごい人だというこ
とは分かりましたが、それと自分がリンクできませんでした。そのよう
なカリスマ性のある人がいて、僕らもそれについていこうと民衆で運動
を起こせていけたら、そこから何かを変えられることはあるかもしれな
い。しかし、武器を置いて壁を取り払おうという最初の一歩は、とても
怖いことだと思います。勇気がいることですし。それが今日ガンディー
のお話を聞いただけでは、自分のなかでできることが見えてこなくて、
とても不安な気分になりました。もちろん知識をつけて、周りとコミュ
ニケーションをとっていくなかで少しずつ平和に、軍事的な力を使わず
に解決していける方法を模索していかないと、とは思うのですが、それ
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が今日の講演の中で見えてきませんでした。それが今とても不安なので、
もちろん自分自身のなかで考えなくてはならないことですけれども、少
しこのような考え方あるよということがあれば、教えてほしいのですが
いかがでしょうか。
【竹中】はい、ありがとうございます。さきほどのご質問もそうだった
のですが、国際政治や世界の動向や、紛争や暴力の状況と、自分が今こ
こにいることが直接結びつかないというのは、本当にそうだと思います。
逆に言うと、それだけ日本は安全であるし、山形も安全だであるし、大
学のキャンパスでは武器がいらないということを意味していると思いま
す。そこから２つの対応がありまして、その２つとも意味はあります。
一つは、日本から出ない、山形から出ない、そこで暮らすというオプショ
ンがあります。これは、否定できないくらい強いオプションです。もう
一つは、今の世の中は情報がたくさんあり、最近でもあるように、紛争
地域やさまざまな所から逃げてくる人がいる。大変だということがテレ
ビで伝えられてきたり、アフガニスタンやイラクの子どもたちは大変だ
ということが知らされたりします。そのような情報を閉じない場合には、
今ここにある自分の安全な暮らしや生き方とどのようにしてリンクさせ
るのかはとても難しいことです。下手にリンクできそうもないですしね。
　私も同じ問題をみなさんぐらいのときから抱えていたと思います。当
時、インドシナ難民などのさまざまな問題があり、日本に難民として来
られる人や、難民の救援運動をする人もいるし、タイやでカンボジアで
は、難民や救援する人たちやNGOをする人たちもいました。しかし、
私自身は、どのようにしてこのような世の中で何をしていいのか分から
ないという状況が、20代から30代のときにあり、そのようななかで私に
あったことは好奇心でした。不安とおっしゃったけれども、全然何もし
ないで閉じこもっているのも不安ですよね。日本はこのままでいいのか、
76
法政論叢――第72号（2019）
日本だけで生きていけるのか、そうではないでしょう。一つの会社にとっ
ても、さまざまなところと貿易したり、さまざまなところに工場作って
いたりしないとやっていけない時代なのに、山形だけに閉じこもってい
て一生暮らしていけるのか。怖いから閉じこもっていこうとしても、か
なり不安なものだと思います。ですから、世の中で動いていくものが一
体何なのかを捕まえたいという思いは、私はいつも強かったです。です
から、インドに行ったときは一人ぼっちで行きましたし、周りに誰も行っ
ている人がいなくて怖いし大変であったのですが、行きたかった、何が
世の中で起こっているのかを見たかったのですね。
　それで、今日お話ししたことは、その何十年かかかってようやくここ
まで来たなという私なりの世界像です。これはすべての回答ではまった
くありません。まだ不十分ではあるけれども、2000年代に考えていたこ
とを破らないと、今の議論はできないと考えています。ただ、私たちに
とって不安というものはとても重要な考えです。何にも知らないことは
もっと不安かもしれない。サン・テグジュペリの星の王子様にもありま
すが、このような形になっているものは何なんだろう。このなかにゾウ
がいるのか、この中に入っているものがわかったらどのようにすればい
いのかわかりますし、自分は安全なのか逃げなければいけないのかも分
かります。しかし、何か分からないものがあったときに、じっと見ざる
聞かざる言わざるというのが、ガンディーの好きな言葉だったのですが、
彼は逆に見たり聞いたり言ったりするタイプだったんですね。日本のこ
のことわざが好きで、猿を飾っていたのです。しかし、何も考えないで
見ないで、今日楽しいご飯を食べて、友だちといれば安心と思えるので
あればいいけど、そうでないとすれば、やはり不安の正体をつかまない
ともっと不安ですね。就活するときでも何のときでも。
　ですから私のオプションは、ガンディーと一緒なのですが、いろいろ
なところに行ってみたりする。それは、さまざまなチャンスや縁といっ
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た、別に自分が選んだものだけではなくて、さまざまな偶然があり、今
までの自分を破るようなさまざまなチャンスがあると思います。そこか
らさまざまに学んでいく。本かもしれないし、映画かもしれないし、友
達かもしれないし、バイト先かもしれないし、あるいは親の一言かもし
れない、先生の授業かもしれない。そこからさまざまに謎が解けていく
のではないですか。だから、そこが不安の正体を破っていって、世界を
自分でつかむ「サッティヤ－グラハ」ですが、そうやって自分でつかむ。
多分、自分でつかむのは、100％完了するときではないですよ。常に社
会は変動しているし、自分もどんどん変わっていくから。けれども多分、
それが人間として、この世界とつながりながら、自分の人生を自分が理
解しながら、自分で納得しながら歩んでいくこともプロセスなんだと思
います。不安はとっても大事な感情だけど、不安を克服するには、帽子
みたいな格好をしているものを破ってみたり、持ち上げてみたり、裏側
に行かないといけないかもしれない。これが私の回答です。
〇難民に壁を作っている人にいいたいことは。
【学生（２年）】先ほどの質問とリンクするんですけれども、分からない
から怖いということに対して知ることが重要ということだったと思いま
す。難民を入れたくないので壁を作る。実際に難民に対する暴行事件が
起こるから、難民を入れたくないという実例に基づいて主張して、壁を
作る方もいると思います。そのような人たちに対して思うこと、このよ
うな考え方をしてほしいということがあれば教えてほしいです。
〇武力紛争後、経済的な豊かさはどれくらい非暴力に関係あるか。
【学生（３年）】非暴力の３つの要素のところで、非暴力の社会形成にお
いて、移行期の正義、戦後の和解という言葉を用いられていたと思いま
すが、ここで想定されている国というのは、武力紛争後の国家であった
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り、武力で荒廃してしまったあとの社会であったりすることが前提にあ
ると思います。そのような国において経済的な豊かさは、非暴力の社会
形成にどれほど寄与しているのかと疑問に思ったので、先生のお考えを
聞かせていただきたいと思います。
【竹中】ありがとうございます。どちらも非常に重要な問題なのですが、
まず後の方が答えやすいかもしれませんので、そちらからいきます。暴
力の連鎖を断つというようにいいましたし、国際政治においては武力紛
争、紛争地域、内戦といった問題をどのように乗り越えるかということ
は、移行期の正義や平和構築やそのような問題になっていきます。この
ように暴力の起こった状況を乗り越えるというのは、たとえば、教室の
なかのいじめや、家族のなかのさまざまな暴力や、コミュニティのなか
の暴力といったさまざまな人権侵害と同じように考えることもできると
思っています。暴力というものは、言葉で動かしていく、世界相互に理
解して納得して解決していく世界と違って、一方が他方を殴って従わせ
て強弱がつけられる世界なので、非常に荒廃した人間関係です。分裂し
ているし対立しています。そうですので、それを乗り越えるためには様々
な人間関係を、要するに人間と人間の間のあるいは、人間社会のなかに
おける信頼を取り戻さなければいけない。紛争地域というのは、誰も相
手を信じていないです。これはインタビューしてもそうですが。誰かに
何かを話していたら、それが武装勢力や政府軍に流れてしまって家が焼
かれてしまうかもしれない。要するに自分の家族にももしかすると話せ
ない、誰も信頼できない。なぜなら密告されたり殺されたりするから。
そうなので紛争地域の特徴は、つまり、ひどく暴力に引き裂かれた社会
の特徴というのは誰も信頼できないという、そして自分自身も信頼でき
ないくらいに、人間が人間に対して信頼できないという状況です。
　それをなくしていくのが、逆にいうと紛争をなくしますし、紛争後の
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人間的なものを復活させるという作業になりますが、そのなかで、やは
り豊かさというのはとても大事で、ホッブズではないですけれど、「万
人の万人に対する闘争」というのは、食べ物が明日ないかもしれないと
思っていたら、この食べ物は絶対人にあげないということになりますよ
ね。だから、今日一個持っていても、その次の日はないかもしれないか
ら、二つも三つもあげない。あげられないので、相手を殺したり、盗ん
だりすることになりますよね。ですから、やはりみんなにきちんと着る
ものがある。食べ物がある。寒ければ暖房がある。人間的に暮らせるよ
うな、そしてそれをみんなでシェアできるような豊かさがないと、人間
不信の状況を乗り越えにくくなります。ですから、必ず紛争後の平和構
築のときの復興支援では、社会の経済を復活させます。武装勢力の兵士
たちが、なぜ武装勢力に入るのかというと、みんなが学校に行ったり、
大学に行ったり、就職をしたりできないからです。失業していて、親の
家も焼かれていて、学校にも行けなくて、そこには何の企業もなくて就
職もできなくて、武装勢力が来ていいよとお金を払うからと。そこで、
民族や宗教の話を引き合いに出せばいいわけです。ですから、もっとい
いますと、普通の若者がきちんと勉強できる、勉強できれば就職し、結
婚し、核家族を持ち、家を買えると思える社会を作らないといけません。
それがさきほどいいました社会を発展し、復興していく作業になります。
　それからもう一つ、難民と国家、これはさきほども中村先生と話して
いたのですが、難民だけでなく移民も大きな問題であると思います。今
おっしゃったように、リーマンショック後の経済危機と、それからのテ
ロ、治安の悪化、戦争とのリンケージ、それから移民・難民、戦争地域
や貧しいところから逃げてきたたくさんの人たちを自分たちのところに
入れなければいけないのか。この３つがセットになって、EUの社会、
あるいはそれとは遠いですけれども、アメリカやカナダもさまざまな形
で動かしているという状況ですね。日本は、まだそこまで行っていない
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です。移民難民の危機はないですね。これはイギリスやアメリカやEU
を含めて、今最大のチャレンジというか課題になっています。３点セッ
トですね。自分の就職が移民に奪われるという、あるいは自分たちが払っ
た税金が移民や難民に奪われる。これも含めてさまざまな意味で経済的
な危機と、そして紛争地域から暴力的な手段を持つ人たちのさまざまな
活動がリンクしてきてしまう。テロが起こる。これは、平和や治安や安
全の問題です。豊かさと安全が脅かされて、その次に、移民や難民によっ
て、自分たちのコミュニティが大きく変えられてしまう、そして外から
来た人をすべて入れなければいけないのか、自分たちはどうなるのであ
ろう。つまり自分たちが今まで仲間であった人たちの構成がどんどん変
わっていく。自分たちの国家が、自分たちのものではなくなっていくの
か。自分たちの国家は、自分たちのためにあるべきではないのか。今来
た人たち、これから来る人たちのために、自分たちの国家があるのでは
ないのではないかという話になっていきます。
　ですから、その一つの象徴が国境なのですが、国境だけでなくて政策
やさまざまなものをどのようにしていくのかが最大の課題です。私は答
えがないと思います。その妥協点をどのように作っていくのかが、アメ
リカやイギリスもそうですけれども、EUが非常に悩んでいるところだ
と思います。国家、つまり自分たち国民の国家であったはずだけれども、
国際社会、グローバル化のなかで、この国家とは何か、この国家をどの
ようにして動かしたら、自分たちの平和と安全だけではなくて、諸国家
が集う国家を、国際社会をうまく動かすことになるのかということをも
う一回考えなくてはいけない。国際社会が、それぞれの国境があって、
たくさんの国があって、それでやりましょうというのではなくなってき
ました。もっとリンケージがあって相互浸透もあります。そうであるの
に、国家は、結構古いものです。それで国家は、なかなか機能できない
のです。EUのように一緒にしたらうまくいくかといえば、そうはいか
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なかったのではないですか。
　だから一番の課題は、国民国家をどのようにしていくのか、あるいは
国民国家の集合体の国際的な組織をどのようにしていくのかということ
になります。たとえば、高い壁をよじ登って入ってきた人を軍隊が押し
退けて、場合によっては発砲して追い出すことでは解決しないでしょう。
それからもうすでに、多くの移民の人たちがいますので、そういうこと
をすると、アメリカやEUのなかでも国内が分裂してきます。新しい人
たちを追い出しても、それで平和になりますということではないですよ
ね。考えてみればわかりますが、大学のなかにも、多くの留学生がいま
すし移民の人もいます。イギリス人が、EUの他のところに住んでいる
のに、イギリスから移民を追い出せといったときにどのようになるので
しょうか。あるいはイギリス人とフランス人が結婚したり、イギリス人
とインド人が結婚したりしているのはどうなのでしょうか。そんなに簡
単に壁を高くすれば終わるという問題ではありません。しかし、政治家
は単純化してやると選挙で勝ったりしますから、もっともっとそれを加
速したりするんですよね。そこから先なんですが、これには一つの単純
な短期的な回答ではできないので、辛抱強く市民社会のなかで、さまざ
まな形で話し合いながら活動しながら、選択肢を考えていく必要があり
ます。そして、そのような活動をしている人もたくさんいます。そうい
うものの一つの拠点が大学であると思います。大学は、どこでも国際社
会の性格を備えています。山形もそうです。ですから国際社会のなかで、
それぞれの国や国民をどのようにして動かしていくのかを考えていく実
験の場の一つが大学であると思いますので、学内の留学生や山形で働い
ている外国の人もいると思いますので、さまざまな形で考えてみてくだ
さい。私は立教大学にいつでもいますのでアイデアを頂ければと思いま
す。ありがとうございます。 【以上】
